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暮らし守る覚悟持とう

昨
年
末
、
ほ
と
ん
ど
雪
の
な
い
大
み

そ
か
の
光
景
が
、
午
後
３
時
過
ぎ
か
ら

様
変
わ
り
し
た
。
無
数
の
雪
片
が
視
界

を
覆
い
、
半
日
後
の
元
日
午
前
３
時
ま

で
に

㌢
、

時
間
後
の
午
後
３
時
ま

で
に

㌢
の
雪
が
降
っ
た
。
除
雪
す
れ

ど
も
雪
の
厚
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
し
ば

し
ば
天
を
仰
い
だ
。

青
森
市
は
２
０
２
４
年
か
ら

年
に

か
け
て
記
録
的
な
豪
雪
に
見
窑
わ
れ
、

累
積
降
雪
量
は
６
６
９
㌢
に
達
し
た
。

市
は
除
排
雪
体
制
を
見
直
し
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
い
く
つ
か
の
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

暮
れ
の
少
雪
に
肩
透
か
し
…
と
思
っ
た

ら
「
い
つ
も
の
冬
」
が
待
っ
て
い
た
。

雪
と
の
闘
い
は
青
森
市
の
宿
命
だ
。

「
人
口
約

万
人
を
擁
す
る
都
市
と
し

て
は
、
国
内
外
で
も
有
数
の
豪
雪
都
市
」

と
、
雪
処
理
の
在
り
方
を
定
め
た
条
例

は
記
す
。
近
年
は
、
海
外
の
気
象
会
社

の
デ
ー
タ
を
根
拠
に
「
人
口

万
人
以

上
で
は
世
界
一
の
豪
雪
都
市
」
と
い
う

言
葉
も
市
内
で
語
ら
れ
始
め
た
。
そ
の

表
現
に
は
、
自
虐
と
屈
折
し
た
プ
ラ
イ

ド
が
入
り
交
じ
る
。

東
北
大
の
学
生
時
代
、
気
候
学
を
学

び
、
雪
に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
き
た
。

だ
が
、
雪
と
向
き
合
う
ほ
ど
、
関
わ
る

領
域
の
幅
広
さ
と
構
図
の
複
雑
さ
に
た

め
息
が
出
る
。
自
然
現
象
と
し
て
の
降

雪
は
近
年
、
経
験
則
が
通
じ
な
い
事
例

が
増
え
て
い
る
。
気
候
変
動
に
伴
う
海

水
温
の
上
昇
や
、
大
規
模
な
大
気
の
振

る
窑
い
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
。
「
温

暖
化
」
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
大

雪
の
回
数
は
増
え
、
し
か
し
雪
解
け
は

ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
地
域
社
会
で
雪
へ
の
備
え
を

直
撃
す
る
の
が
、
全
国
で
も
先
端
を
行

く
勢
い
で
進
む
人
口
減
少
と
高
齢
化

だ
。土
木
・
建
設
業
界
の
縮
小
に
伴
い
、

除
排
雪
に
専
業
体
制
で
従
事
で
き
る
業

者
が
減
り
、
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
側
に

目
を
向
け
れ
ば
、単
身
高
齢
者
が
増
え
、

地
域
全
体
が
老
い
、
人
力
で
の
除
排
雪

能
力
も
落
ち
て
い
る
。
加
え
て
、
住
民

同
士
の
絆
が
弱
ま
っ
て
い
く
。

暮
ら
し
と
雪
を
巡
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交

流
サ
イ
ト
）が
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

雪
雲
の
位
置
や
動
き
、
降
雪
の
強
さ
、

各
地
の
風
向
・
風
速
・
積
雪
量
と
い
っ

た
情
報
を
、
誰
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

入
手
し
、
共
有
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
使
え
ば
、
一
瞬
で
あ
る
程
度

の
解
析
が
可
能
だ
。雪
に
埋
ま
っ
て
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
半
面
、
除
排
雪
へ
の
苦
情
が
増
幅

さ
れ
、
攻
撃
的
に
な
っ
て
い
く
過
程
を

目
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
い
や

応
な
く
「
光
と
影
」
を
感
じ
さ
せ
る
。

ほ
か
に
も
、
雪
問
題
に
は
理
解
や
対

策
が
難
し
い
要
因
が
い
く
つ
も
絡
み
合

い
、根
本
的
な
解
決
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
雪
に
ど
う
向
き
合
う
か
は

問
わ
れ
続
け
る
。
雪
の
あ
る
暮
ら
し
を

嫌
い
、
青
森
市
を
後
に
す
る
若
者
は
少

な
く
な
い
。
雪
対
策
は
最
重
要
の
「
人

口
減
少
対
策
」
｜
。
そ
ん
な
位
置
付
け

と
覚
悟
が
欠
か
せ
な
い
。

◇

く
し
び
き
・
も
と
お
さ
ん

１
９
６
２
年

青
森
市
生
ま
れ
。
東

北
大
大
学
院
理
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程

修
了
。
東
奥
日
報
記

者
時
代
、
弘
前
大
大

学
院
で
博
士
号
（
学

術
）
を
取
得
。
青
森
大
社
会
学
部
准
教
授
を

経
て
、
２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。
「
人
口
減

少
社
会
の
再
デ
ザ
イ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

新
幹
線
な
ど
を
研
究
。

年
に
は
青
森
市
除

排
雪
検
討
会
議
で
座
長
を
務
め
た
。

青
森
大
社
会
学
部
教
授

櫛
引

素
夫

（
青
森
市
）


